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1。 シス テム建築の構 造 とその例

につ いて

―
 「学生サロン」 (昭和 50年 10月 )一

通信教育 日本建築大学講座

学生サロン 1975VOLllN060
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システム建築 について菊竹清訓氏 は次のように定義 している。

1)シ ステム建築 とは,すべて工業化 された「コンポーネン ト」の単純 な組合

せ によって成立 す る建築である。

2)徹 底 した「モ ジュール」 によって統一 されている。

3) 「オープンシステム」 による建築である。

4)計 画,生産 ,施工,管理,運営の「一貫 した」システムによって成立する。

5)意 匠,構造,設備のシステムが「統一 された」計画的建築である。

6)多 種多様の建築条件 を調整 し,あ らゆる要求 に「適応す る」建築である。

また同氏 は「プ レハ ブ建築 を,日 本 におけるシステム建築の第一段階 と考 え

るな らば,一応 その段階 を終 りつつあると考 えられ,本格的なシステム建築ヘ

の移行が考 えられなければな らない」 とのべている。

システム建築 における構造 は重要 な部門であることは当然であるが,多 くの

要求 に応 じて, しか も経済的 とい うことは困難な問題 である。 しか し「建築条

件 を調整」すれば不可能ではない。

日軽 アル ミ販売 (社長・添田久雄氏)がイタ リヤの「 フェアル社」 (社長バー

ロンガ氏)の 「システム建築」を導入す ることにな り,昨年 1月 と 3月 に菊竹

清訓氏,田村恭氏 ,尾島俊雄氏等 とともに ミラノに出張 した。 フェアル社のシ

ステム建築 による学校 ,病院,事務所建築 な どを視察 し,日 軽 アル ミ販売の「船

橋工場事務所」の建築 をフェアル システムで設計 した。 この建物 は今春竣工 し

たが コス トは従来工法 よ り20%減,工期 は 30%減 とい うことである。

ヨーロッパでは種々のシステム建築が盛 んである とい うことであるが,こ こ

で はその一例 として フェアルシステムの構造 を,前記工場事務所 についてのベ

る。

この建物 は 4階建 でスラブ と小梁 は R.C.,大梁 と柱 は鉄骨造,左右の コアは

R.C.壁構造である。

この システムの構造の最 も優れている と思われ る特徴 は床 と小梁である。床

と小梁の型枠 は一体 で,アル ミ板 を凸形 にした もので,小梁間隔 1.2mの 間に

か けられる。小梁の形式 は二種類 あって,床のコンク リー トを圧縮側 として小
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さな H鋼を引張 り側 とした合成梁の もの と,軽量鉄骨 の施工用の小梁 を設 けて

これで型枠 をうけさせ,本来 の小梁 は鉄筋 コンク リー トとする ものがある。 イ

タ リヤでは前者が多 く用い られていたが,_我国で実施するには後 者の方が有利

で,こ の場合 も後者 とした。 アル ミ型枠 は一見高 くつ くようであ るが,使用回

数の多いこと,ス クラップの値 の高いことを考 えるとかえって経済的である。

施工用の軽量鉄骨の梁は,上弦が アングル 2個 ,下弦 にハ ッ ト鋼 を用い,こ れ

を鉄筋のラチスで結んだ ものであって,スパ ン中央だけでサポー トしている。

この梁はハ ッ ト鋼の下部 を除 いて コンク リー トの中に埋め こまれ るが,小梁

は鉄筋 コンクリー トだけで持 つようにしているのでこの梁 は余力 となっている。

大梁 はチ ャンネル 2個で H鋼 の柱 をはさんだ形 として,柱 とは ピン接合 とし

ている。ラーメンになってい るわ けではないか ら,地震や風の横 力 はすべて左

右のコアが独立 して これ らを うけている。イタ リヤの実施例 も大半横力 はコア

で持たせているので,床,小梁,大梁のシステムはその まま我国 で用いること

が出来 るわけである。

我国のいわ ゆる超高層建築 は各階ほ とん ど同 じ平面であって,地震力 は大梁 ,

柱で抵抗す るか ら,床,小梁 は各階全 く同 じである。 したがって,床,小梁を

このシステムで造 ることは可能 なわけで,将来 はこの方向の発展 的応用が期待

される。

イタ リヤで は地震の震度 は最高で も 0.1であるが,我国では, このコアの よ

うに塔状の ものは震度 0.3で計算す ることになっている。すなわ ちコアはイタ

リアの 3倍丈夫 になるわけで, この部分 にかな りの コンクリー ト量が必要 とな

った。鉄骨造 でブレース構造 の コアの方が経済か もしれない。

なお型枠 をのせた大梁,小梁 を 1組 として リフ トア ップしたので,工期の短

縮,安全性の確保が出来た。

この経済的な構造 システムが どの ような建築 に も適 している とい うわけには

行かないが,学校,病院,低層の事務所建築 な どかな り広い範囲 に応用 され る

のではないか と考 えている。 また前記のように高層建築 に床,小梁 システムだ

けの適用 も有望 と思っている。
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(a)床 と小梁

日軽習志野事務所棟

(b)伏図 (3階) S=11700 (C)軸 組図 S=1:700
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光弾性実験報告

89'8.18

30t(C)

修± 2年

修± 1年

田中聡

富岡佐和子

64t(T)

球の鉄骨 と梁の鉄骨 と接 しないよ

うに孔 をあけている部分がある。

その部分のせ ん断応力 を求める。

0

129t(C)

つθ′

ワ

268t(T)

図 1 設計荷重および荷重方向

1 9kg(C)

8 0kg(C)

゛

々
．

9kg(■ )

チ

図 2 試験体および載荷図
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写真 1 光弾性等色線 (明視野)

写真 2 光弾性等色線 (暗視野)

実験のフリンジオーダー(F.0.)は 32.5 kg/cm2で あり,こ れを実物に換算す

ると,3.25t/cm2と なる。

光弾性写真による,最 も高いものが,1.F.0.で ある。

したがって,せん断応力は

τ=す×3.25=1.63t/cm2

である。

/

/



3 プ リンス トン便 り

プリンス トン大発祥の建物 (ナ ッソーホール)

竹中工務店技術研究所 瀬谷 均

ホス トファミリーの

家に招かれて

量 :》
‐
警
篠
菫麟磯:‐ 《

彗
《
滅
簸《:‐ |》 難i:鷺‐
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NY州立大留学中の

深尾さん一家と

PRINC E,ON uN,VER Sl,V

平成元年 3月 10日

松井 源吾先生

拝啓  お便 りあ りがとうこざいます。

プリンス トンでは 1月 に人 ってから寒 さが戻 り十センチの積雪 があ り

ました。外 はかなり寒 いものの、アパー トも オフィスも暖房 が十分利

いていて、せっかく用意 したセーターも着 る機会があ りません。オフ

ィスは、夏の冷房と同様 、暖房が休 日でも全館四六時中入 っています

コンピューターのター ミナルの電源も消 える ことがな く、一体 ここで

は省エ ネルギーという言葉 があるので しょうか。豊富なエ ネル ギー資

源 に支 えられているので、許 される贅沢 なので しょうか。 けれ ども研

究者 にとっては、快適で文旬の言いようが無 く、まさしく研究 に没頭

できる環境ではあ ります。

◎
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エネルギー資源 が豊富なことと、国 土が広いことは底知れぬ強み を

感 じさせます。地震 のあったアルメニアから即座 に数力人の移民を受

けるのを決めた り、常に世界中から人 を受け入れる余裕のある国なの

です。 アメリカ人の多 くは誰でも自分の国が最善で、特別の事情がな

い限 り、ここに住み着 くのが当然だと思っている節 があ ります。私 も

時 マ他の来訪者同様、アメ リカ人から、なぜこの国 にず うっと住 まな

vヽ のかと問かれる ことがあ ります^日 本 という人が密集 した (ア メリ

カに来る前には、あ まり意識 しませんで したが )、 単一民族国家では

なかなか考ぇられないよつな質問にあいます。 まあ誰でも戦争がない

限 り)1分 の国が一番いいと思 うので しょうけれども。

大学が紹介してくれた 73才 のおじいさんは、証券会社をやめて、夫婦

で悠 々白適の生活 を していますが、渡米 したての私 にこの質問を投 げ

かけました。 まったく人の事情 も考えずに無責任 な質問 をするものだ

なあと思いつつ、 「英語もろくに話せないのに無理ですよ」とぐらい

答 えました。そ うすると、この人の奥 さんがニューヨークで小学校 の

先生 をしていて、 その経験から東洋人の子供はよく勉強 して優秀だと

いって励 まして くれ ました。さらに家 にいても子供 と英語を話すよう

にと、 自分の両親 (ポ ーラン ド人 )の 例 をあげて.し きりにすすめま

した。今、彼 らは暖かいフロリダの別邸でゴルフを楽 しんでいます。

家族 を連れて外で食事 をした時、我 々と同年代 とおば しき家族 と隣

り合わせました。少 しアルコールが入 って、奥さんか ら日本 に帰った

あと、いつ戻ってアメ リカに住み始めるのかと質問 されました。 「ホ

ワイ ?」 と答 えます と、 「ホヮィ ?」 と言う答 えはいろいろな意味 を

含 んでいてよい言葉 だと言うのですが、そのときの表情か ら自分達の

国によっぽど自信 があるという、感 じを受けました。

最近、学部の学生 と、地震解析モデル設定のため鉄骨造事務所の仮

想設計をしています。その学生から、 「日本に帰 らないでアメリカで

設計 して働いたほ うがいいんじゃない ?」 と、無邪気 にきかれます。

「日本の方が住み慣れているから」と、答 えるのが しこりを残 さず無

難 な答 え方であると最近発見 しました。
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東洋人の場合は直接 このような質問は しません。台湾 出身の教授 と

イン ド出身のポス トドクターは自らアメ リカに住むことを決めたので

すが、 このような話 しかたをします 「アメリカの生活は気にいってい

るのですが、周 りのアメリカ人はなぜ貯金 をせずに次 か ら次へ借金 を

して家具や車 を買い込むのだろうか」 と。彼等は慎 ましい研究生活 を

送 っているわけですけれども、暗 に背伸 びさえしなければ、それな り

の満足の行 く生活ができると言いたいようです。

まあ、いろいろマイナス面が取 り沙汰 されるアメ リカですが、 この

ような吸引力がまだ存在することに底知れぬ強さを感 じます。

では、季節 の変調のお り、お酒 もほ どほどにされて、なにとぞご自

愛頂 きますようにお願 い申 し上げます。

敬具

1",/ > Al'. t"z
_ふ .

ラォ|マ
.ジ

′境| ‐多tフ

画倉殉

幾徒を

平成 元年 5月 ll」

松井 諄書先生

`嵐∫

拝復  益 々国際的にお忙 しくご活鐸の ご様子。 またお使 りによると、

研究所の先輩 の岩佐 さんの面倒 をみていただく由、何 とぞよろ しくお

願 いいたします。彼はず うっ と深尾 さんの 上司で風 の 専門ではあ りま

す が、 一年間同 じ部屋で仕事をしたことがあ ります .

プリンス トンのキャンパ スでは四月に入るとモ ク レンの花 のあ と桜

が咲 き春の気配 が濃厚 にな りま した。 去年 も同 じ景 色 を見・たはずなの

ですが、来 たばか りだったもの で、は じめて春 になる移 り変わ りを眺

めるような気が します。
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さてわた しの属する研究室 の現況について紹介 したい と思 います。

研究室 では、 ギリシア人の博十が助 手を してお り、確率 有限要素法

や地震波動 に関する研究室伝統 の基礎的 な研究 を担当 して います。

日本か らは 7人 の研究 者がいて、主に応用研究 をしてい ます。

鹿島建設は技術研究所 と小堀研究室か ら派遣 されてお り、テ ーマと

しては 「鉄筋 コンクリー ト架構建物の耐震最適設計」お よび 「地盤の

液状化解析」 を行ってい ます。

清水建設の大崎研究室 か らは、 1地 震ハザ ー ドによるラ イフライン

の信頼性解析 」の研究者。電力中央研究所 か らは 「地盤 の液状化解析」

をテ ーマにする研究者 .土 木 コンサルタン ト会社のバスコか ら「ライ

フラインの応用 ソフ トウエア」の研究者 .大成建設の原子 力本部 か ら

「都市のイン フラス トラクチャーの信頼性 1に 関する研究 者。他 に短

期間、篠塚先生が客員教授 を している京都大学の博士課程 の学 生が自

分の諄士論文の英訳 を して います。

博士課程 (PhD)の 学生 として、設計実務経験のある 日系 三世お

よびギ リシア人が今年 か ら加わ りました。学部の卒業論文 の学生がい

て、都 市全体 のマクロの立場 か らの地震被害推定の論文 を完成 させて

いま・
「

。 また自由課題 でわ た しの研究 を手伝って くれている三年生

がいます。

ギリシア人 を除 く二人の学生は、 日本語学習の経験 があ り、少 し話

かできます。 日本語 を習 っているのを、耳 にすることは多 く、 プリン

ス トンに限 らずにブーム と言 えそうです ^

また大学 の プログラムで夏期体暇 を利用 して学生が 日本企業 (鹿 島

建設、住友金属など)で 研修 する制度 があ り、渡航費 ,生 活費 は学生

もちなのですが、学生の関心度 は高 く希望者 が多いようで す。 これは

工学部長 が 日本人でバ イプがと りやすい とい う特殊事情 もあるかも し

れ ません。大成建設 が 五 十人の外国人 を採 用 したそうです が、 日本企

業の国際化 の話は、 NECが プ 1,ン ス トンに研究所 を新設 した りして、

ここで見る限 り逆 らえない潮流のようです .

アメリカ人から、 iな ぜ この国にずうっ と住 まないのか ?」 と問か

れる話ですが、 この間は短期滞在の外国人 に対 し,挨 拶 がわ りに使わ

れているようです _ 1ン か しその理 由の 一つ と して、白人 の人 口が減少

していて、 アメ リカの瓢 ヵ を維持するのには他日からの移 民 に頼 らぎ

らず を得ないという事情 があるように思 ぇ ます。 プリンス トンは高級

住宅地で住民は小準以 上の牛活 をしてい ますが.彼 等の話 では子供 の

代で親 の生活水準 を維持 できるかに ついて不安があ り、 そ うた くさん

子供 を作 れないようで す。 日本と較べる と有 り余るスペ ースがあって
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理解 に苦 しむのですが、贅沢な生活 の維持 は予想以 上に厳 しく、それ

を 支える中下層の労働者 として アジア、中南米か らの人 El流 入は必 要

不可欠なので しょっ。 人口問題では自然環境 の保全 に対 する熱意、人

純問相■の偏 見や軋嫌 など、 日本 にいた時は想像で きなかった問題 が

絡 んでいるようです。 ちなみにプ tタ ンス トンでは、 レス トランの F働

きではガテマラ人 .住 み込みのベ ビーシ ッターにフランス人が 日につ

きます。

先週は ワシン トンの人統領就任 の旅行
~,■

周年 にあたる行 事で、 当

時 そのままの紛装 をした ―行か プリンス トンに立ち寄 t'ま した。我 々

も老若 男女に混 ざってぞろぞろと行進のあ とに付 いて行 き、町の中心

で演説 を聞き ました。 こ白年前、 プリンス トンは 4か 月「出」アメ リカの

F都 だったのですが,多 の当時舞 1,と な 、́た 2個 所 の建物 が当時の状

態 で、 まだ使用 されて破・っています,そ してそれ らの建物 は当然の ご

とく大切にされていて、取 り壊すなど考 えられ ませ ん。 自分達の歴 史

を誇 |,と して 人事 にする態度は、少 し我 々のと違 う感 じが します。

では、なにとぞご自愛 頂きますようにお願 い中 し 11げ ます。 敬 具

貌斤 タフ

P,INCETON ONtVERS,TY

平成元年 6月 12日

松井 源吾先生

拝啓  5月 31日 付 けのお手紙、また遠方 にもかかわ らず、御精魂の

著書二冊を別便 にてお送 りくださりあ りが とうございま した。二次元

のパ ズル を思わせるような木組の伝統芸 にふれることができ、 ますま

す構造 の奥深 さを認識 した次第です。

卒業式 を控 え、例年 の同窓会で集 まった卒業生が中心 のパネルディ

スカッションが開かれました。 教育については、 従来どおり、基本的な

原理や数学的表現 を重視する主張が多 く、忌憚のない発言で プリンス

トンを賛美するのが基調ですが、聴衆 との討論 に入ると去年 と同様 に

また日本 の経済力の話 が持ち上が りました。進行役は工学部長 の小林
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氏なのですが、この話 に限っては沈黙 し議論の赴 くままに傍観 してい

ます。

ただここで話 されるのは、 どうして 日本が優れた製品 を作 り、アメ

リカはだめなのかとい う、 自己反省 と原 因分析で、議会やマスコ ミで

取 り上 げられるような感情的な反発や優越感 からではない点 が、イン

テ リの為せる技なので しょう。結論はいつもと同 じように、 TQCに
よる 日本流の品質管理、深層文化の違 い、通産省 (MITI)の 強い

指導力、単一民族である効率性 と無難 なところに落ち着 きます。

ただシ_リ コンバ レーにある ヒューレッ トパ ッカー ドの副社長は西海岸

で 日本 に近 いせいかよ く分析 していて、消費者の立場 にたった製品開

発、研究開発への投資 の必要性 を説いていました。

けれ ども個人が自分 のサクセスを飽 くなく追及 し、 自分 の レールを

ひいて強引に突っ走 るのが美徳 とされている社会ではなかなか日本流

のや り方 を理解するのが難 しいような気 が します。 日本では周 りと波

長 を合 わせながら、仲良 く地道 にやって行 くのが必要ですが、 自己主

張 して個人 プレーを得意 とする彼 らとは本質が違います。 けれども、

日本では最近の理工系の学生が銀行や保険会社 に就職する風潮 だそう

ですが、徐々に、アメリカの陥った技術軽視の方向に近づいているのでし

ょうか ?

卒業式の三 日前、例年 のプリンストン大学卒業生のパ レー ドがあ り

ました。同窓の各年度毎、工夫を凝 らしたカラフルなコスチュームを

着 た り当時の時世 を書いたプラカー ドを持って行進 しました。卒業後

25年 のクラスからで、ほぼ全員と思わせる大集団が新調 の プリンス

トンカラーのプレザーを着て家族 と 一緒 に歩 き始めます。 その後は占

い年代 ,1貞 で、 5年 ごとに集団の人数が多 くバン ドが伴 います。最年長

の卒業生は銀製の杖 を名誉 に授与 され ます、今年は 1912年 卒業 と

いいますから百才近 いお じいさんです。 また、あるクラスは 日本のは

っぴを来てお じぎをしながら行進 し、沿道の |:場 来を浴 びていたのが印

象的で した。アイビー リーグの名門という歴史を感 じさせるこのイベ

ン トのあと学生は長 い夏休みに入 り閑散 としたキャンパ スにな ります。

では、なにとぞご自愛頂 きますようにお願い申し上 げます。 敬具

)オタ:り嬌― ・ttフ
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卒業生のパレード

ワシントン就任 200年

記念

⑩
平成元年 7月 18日

松井 源吾先生

お便 りあ りがとうございま した。八月にサ ン フランシスコで開かれ

る、構造信頼性 の国際会議で発表する準備 に取 り紛れて、返事 が遅れ

て しまいま した。発表する論文はニューヨークに建つ連層壁の事務所

が、風 と地震 を受ける時、高 さによってどち らが破壊確率 が大 きいか
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を定量的に調べ たものです。もともとN.Y.は 地震 が少ないのです

が、それでもわた しの計算では、低層の場合は地震 による危険の方が

大きくなりました。

また「縞」に手紙 を載せていただけるとの こと、わたくしなど到底、

松井先生や、田中先生に及ぶべ くもあ りませんが、恐悦 に存 じます。

至 らない記述 が多 々あると思 いますが、よろ しくご検間、 ご校正のほ

ど願い上げます。 また写真もいい加減なの しかあ りませんが同封致 し

ます。適当に選 り分けてお使 いください。なお写真はコピーを作 りま

したので、 ご返送のお手数はい りません。

先月 リーハ イ大学で行われた、巨大構造物の先端技術 に関するシンポ

ジウムに参加 いた しました。会議の英文名称 は、Sy]posium on Advan

ces in Technology for Large Structuresで す。参加者は 80名 、

日本人は少 な く、 リーハイ大学 マスターコース在学中 (住 友重機械 工

業)の 人と私の二人。次の四セッションが行われました。

①新素材 と接合 ② 巨大構造物のインテ リジェン ト・ センシング

③ コンピュータ管理 による施工法    ④大型構造実験

リーハイ大学 は構造工学 において伝統 と実績 をもち、特 に鉄骨構造 の

分野では世界的 に名 を馳せた大学です。 日本でも活躍中の大学教授 が

多く留学 した所 でもあ ります。米国有数の鉄鋼 メーカーであるベツ レ

ヘム・ スチールの本拠地で今なお高炉が操業 している町であることも

大きな理由です。政府 と州の援助 により念願の世界最大の二方向加力

反力壁の柿落 としを兼ねた、シンポジウムでした。

構造物の巨大化 に伴 い、従来の実験装置による小型縮小モデルでは

実現象 を完全 に表現できず、実物大 (に 近い)の モデルでの実験 が必

要であると言われています。今回完成 した反 力壁は、既設のreXaS大

学にある二方向加力壁のの2.5倍ρ高さ、一方向加力壁 としては加大

学San Diego校 と同等の高 さの設備 とな ります (総工費 4百 50万 ドル)。

会議では盛 んに日本が話題 とな りました。大型反 力壁の設備 を個 々

に持つ 日本のゼ ネコンの技術力に対抗 して、研究開発 に投資をしない

米国企業が技術 力を維持するための背水の陣 とい う風で した。建設技

術維持のため国家 として是非 とも必要な実験設備であると強調 してい

ました。建設業 が車や電気製品の二の舞にならないようにというのは、

政府 に対 しては説得力があるので しょうか。建設業 と製品メーカーと

では、地場産業 の性格が強い建設業 と輸出指向の強いメーカーとでは、

性格が違うと思 うのですが、 その点を、 リーハイの日本通の教授に聞

いたところ、地 元の産業であった製鉄 (ベ ツ レヘム・ スチール)が 斜
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れました。 G00D LUCK!

では、暑 さに向かいます

し上げます。
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4。 ク レム ソン講演の旅

MUSA研究所所長 磐田正晴

1.プ ロローグ

夏休み も終 りに近 い八月末の一週間,先生 のお供 をしたアメ リカ南東部 クレ

ム ソン大学 の模様 を,御紹介致 します。

クレム ソンはサ ウス・ カロライナ州の一都市 で,映画「風 と共 に去 りぬ」の

舞台 となったア トランタか ら,さ らに東 に 150 kmほ どの所 にあ ります。

当大学の岸本教授 (昭和 38年卒)が大学院の授業で,松井先生の「構造計画

入門」の英訳本 を教材 として使 つてお られ,数年前か ら松井先生 に是非記念講

演 をと,熱望 されていらつしやつた ということなのです。ち ょうど,手塚 さん

と一緒 に先生 のお宅 に伺 った折 にその話題が出て,そ れでは今年二人で一緒 に

どうか とい うことにな り,連れて行 っていただ くことになったのです。

旅券の担 当をす ることとな り,格安券の話 を先生 にお伝 え した ところ,坂田

さん も参加 され ることにな りました。

旅の日程 は表の通 りです。

2.ク レム ソン大学 とは

大学側か らいただいた資料 を もとに簡単 に書 くことに致 します。 まず位置 は

アパ ラチア山脈 を越 えたサ ウスカロライナ州の小 さな市で,緯度 は東京 とほぼ

同 じ,植質 も大変似ています。

キャンパスの敷地 は約 560 ha,そ の他にそれ を取 り囲むように,農園や森林

が 8,300 ha,そ の中に学生の宿舎や教職員の住宅 が点在 してい ます。さらに,農

業試験用の敷地 として 4,100 haを 耕作 してお り,所有 す る敷地 の総面積 は,

13,000 haの 莫大 な ものです。

旅行のあ らまし
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クレムソン大学講演スヶジュール

開校 は 1889年で, トーマス・G・ クレムソン氏か らの寄贈 によるもので,農

科大学 より発足 し,今年 100周年 を迎 えました。実社会 の動 きに直結 した教育

を目標 として展開 を計 っている州立大学 です。大学名 がその まま市の名前 とな

クレムソン大学で一番古い建物

教職員,大学院生の食堂
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建築学部前

つていることか らもわかるように,人口 8000人 でその うちの半数が教職員で

あ り,学生 はその倍の 15000人 で,ま さしく大学 を中心 として活動 している所

です。街 にある物 といえば,数軒の土産屋 とた つた一つの小 さな映画館,そ れ

にマーケ ッ ト,飲食店 と二,三軒の飲み屋 といった ところで,広大 な敷地のほ

とん どは森 と農園 と湖で占め られてお り,学生が じっ くりと腰 を落 ち着 けて学

ぶには最適 の環境 です。

大学の予算 は 330億円で,そ の半分が州 と国の予算で,残 り半分 を授業料 ,

寄付等で賄 っています。ちなみに学生の授業料 は全収入の 17%で,一人当 りの

費用は,学費 ,家賃,食費全部込みで年間約 100万円 くらいです。

3.講 演 について

当初予定 していた三回の講演 は次の理由か ら変更 にな りました。その一つは

受講生の面か らで,28日 の耐震 を 30日 の工学部 の学生 に,30日 の木造 を 28日

の建築学部 に取 り換 えた こと, もう一つは,先生の第二回 目の大学院ゼ ミ室で

の講義 を受講 された建築施工学科の Frances Eubanks教 授が,曲線梁の理論 に

大変感激 されて,彼の翌 日の授業時間に型枠の講義 をとの要望があ り,合計四

回の講座 となったか らで した。

各講演題 目 と日時 は以下の ようで した。

第一回 最近 の 日本の木構造            28日  8:00～9:30 PM

建築学部 リー・ ホールにて
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29日  8:00′ ′ヽ9:30 AM

建築学部大 学 院 ゼ ミ室 にて

30 E1  8:00～9:30 AM

建築施工 学 科 ゼ ミ室 にて

30日  7:00～ 8:30 PM

土木工学科 ロー リー ホール にて

第二回 スラブ と型枠

第四回 日本 における耐震設計 について

講演内容 については,手塚 さんの詳 しい報告 をお読み下 さい。

三 日間に四回の講義で過密 なスケジュールであ りましたが,それ を見事 にお

えられた先生の気力 と体力 に改 めて敬服 しました。 また学生の授業 に対する熱

意 も大変な もので,朝 8時の講義 に遅刻す る者 もな く,ま た夜 の講演 もスライ

ドがほ とん どだったにもかかわ らず,居眠 り組 も全 くな く,熱心 に聞いている

のには感心 しました。

講義 は日本語で,そ れ を岸本教授が通訳 され る形式で行 なわれ ました。先生

の常 に明快 で解 りやすい言葉 での順序 よい構造の本質についての説明 は,全て

の学生 に理解 された ようです。岸本教授の奥様 の ような専門外の方 まで良 く判

られ,「構造 って簡単なのですね」 と言った感想 までいただいた次第で した。

手塚 さんの講演 は初 日の後半 で,周到な準備 のせいもあって歯切 れが よく,

日本の在来工法の紹介 も判 りやす く,岸本教授の ウィッ トに富 んだ通訳 も相倹

って,大変好評 を博 しました。私 の講演 は最後の 日の後半で「 トリ」 をいただ

講演あとのパーティー
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いたわ けですが,耐震設計の実例 についてで,ち ょうど偶然に竣工 日と重 なっ

た名古屋の超高層 ビルについての構造計画 と,振動解析 を紹介 しました。

終了後のパーティーでは,一般 にジュース と簡単 なツマ ミだけで行 なわれ る

らしいのですが,特別 にシ ョー トケーキがふるまわれ,わ れわれの講演 をいか

に歓迎 していただいたか,半」りました。全ての行事が終 って中庭 に出た時,夜
の心地良い空気に包 まれて虫の音が私達の心に爽やか に染み込んで,芝をふみ

しめ る一歩一歩 に感慨がわいて きました。

4.旅 行中のスケ ッチ

ー機 内 にて一

全行程 ともデルタ航空 を乗 り継 いでの旅で した。サー ビス も良 く快適 な機 内

で した。格安切符なので,ビール $2,ウ イスキー $3,イ ヤホーン $5と 有料で し

た。機 内ではお酒 を控 え目にしました。 ア トランタに着陸の際,天候が悪 く左

右 にゆれなが らの下降で心細かったのですが,無事着陸 した ところ乗客か ら一

斉 に拍手がお こり思わず感激 しました。次の乗 り継 ぎ時間が 30分 ほ どで,大変

長 い道 を急いで歩 いて移動 し何 とか グ リー ンビル行 きの便 に乗 り継 いだ もの

の,雷雨が激 しくな り二時間ほど出発 が遅れて,結果的には急 ぐ必要 はなかっ

たので した。後で聞 くと,ア トランタはスケールがアメ リカ最大の空港だそ う

で,納得がゆきました (身 をもって感 じとった次第です )。 地下鉄が備 え付 けて

ある ことも判 り,帰 りはゆっ くりと乗 り継 げました。

一 お酒 の こと一

クレム ソンでは市民全般が礼儀正 し く,したがって信仰 も厚いので,日曜 日

はほ とん ど教会 に通 う習慣 となってい ます。土曜 日の夜 ホテルの自室 で,成田

で買 ったウイスキーを飲 み終 えて しまったので,日 曜の朝散歩の途 中酒屋で仕

入 れ ようとした ところ,今 日は売れない 日であると断 られて しまったので した。

郷 に入 りては郷 に従 えの書 えの とお り,禁酒 ということになって しまったので

すが,お陰でその夜 は時差の影響 もあ りほ とんど眠れない夜 となって しまい ま

した。先生 も同様で朝 まで眠れず,辰野隆訳の「シラノ・ ド・ベルジュラック」
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周辺の湖

を読み直 して しまわれたそうです。早速翌朝酒屋 に駆 けつけウイスキーを二本

も買い求め,や っ とひ と安心 しました。次の 8月 29日 の夕食 は,老後のための

高級 リゾー トの ゴルフコースレス トランに案内 していただ き,少 し辛 回のカ リ

フォルニアフイ ンを御馳走 になったのですが,そ の実 にまろやか な美味 しさに

大満足 しました。

一―煙 草の こと一

酒 と同様禁煙 す る人が多 く,愛煙家 にとっては場所 を捜すのには一苦労で し

た。アメ リカ国内線で二,三時間程度の便 は全席禁煙 で,長距離便で も喫煙席

ロスアンゼルス

杉山邸にて ロスアンゼルス空港

先生と,杉山さん,堀尾さん

態
膊難
罹

一一
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は後部 に僅 か しかあ りません。ロスア ンゼルス→ア トランタ便では喫煙席が取

れず,先生 には大変御苦労 をおかけ して しまいました。帰 りの便では席が取れ

て安心で した。客の中には食後わざわ ざ喫煙席 まで煙草 を吸いに来 る人 も多 く,

仲間意識 を感 じほっ としました。滞在 中ホテルで観 ていたテレビでは盛 んに煙

草の宣伝 をしてお り,若い人達には好 まれているようです。

後  言己

今回旅のお伴 をさせていただき,数々の貴重な経験 をさせていただいた こと

は,こ れか らの私達 に とって忘れ得ぬ美 しい思い出 とな りました。

外国での講演 とい う名誉,海外で暮 らす人々の心意気 ,ク レム ソンの美 しい

緑,そ れに も増 して先生 の後姿には深 い感銘 を受けました。一週間生活 を御一

緒 させていただき,常 に気品 と尊厳,自信 と慈愛 をもって臨 まれるお姿,一歩

も臆 す ることがないの は,卓抜なる才能 とそれをたゆ まず研 いて こられた自信

の賜物 と,お みうけ致 しました。

先生 の作品 を一つ一 つ拝見 して,考 え方,そ の美 しさ,正 しさを改めて再確

認 して,身の引 き締 まる思い と共 に,松井研究室 にお世話 になれた ことの倖せ

を感 じました。

講演について 松井研助手 手塚 升

8/28(月 )建 築学部定期講 演会

松井 :最近の 日本 の木構造

手塚 :木構造の継手

松井先生 は,最近先生 が手掛 けられた建築家アレクサ ンダー,長島孝一,葉

祥栄,木島安史各氏 の作品 を,平面図,応力図,実験 ,施工状況,完成状況 と

順次 スライ ドにより説明 された。会場 で は,ア レクサ ンダーの作品が受 けてい
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た ようである。長 島孝一氏の作品 もそのように感 じられた。長島氏 の作品は,

実施設計者である松永氏の話 によれば,東洋 と西洋の融合 をテーマ にした もの

らしく,あ まりに日本人の感性 に合 う建物 よ りも,西洋 と東洋の距離 を縮 めよ

うとしたそれに,聴講者 は関心 をもっているような気が した。

手塚 は,葉祥栄氏の作品 と関連 して研究室 において行われている,エ ポキシ

充てん鋼板 そ う入式ボル ト接合 に関する実験 と,I日和風継手 5例を引張試験結

果 とともに紹介 した。継手 に関 しては,男木,女木 の説明か ら始 めたが,腰か

けか ま継 ぎに至 っては女子学生か ら笑 いが もれた。国境 を越 えて,暗黙の了解

の感触 を得なが ら説明 を始 めることがで きたのは心強かった。

ンセプションでの松井先生 に対す る質問は,小国町体育館 を例 に とり,なぜ

鉄骨でな くて木造 なのか とい うことであった。先生 は日本の政策上 の理 由及 び

間伐材の利用 とい う点か ら説明 されていたが,あ る面では当を得た質問で,こ

れが大学一年生か ら出たのがいかにもアメ リカらしい。手塚 に対す る質問 は,

どの ようにして継手が作成 され るのか ということであった。高度 な技術 と種々

の道具 によって作成 され るが,製作過程 は秘密である と答 えておいた。 これ は

私 自身が住吉氏 にたずねたお りにとりあって もらえなかった経緯が ある。 クレ

ム ソン大学建築学部 にも木工室があ り,担当の人 の話で は,腰か けあ り継 ぎに

似た継手 を作成 した ことがあるとの ことだった。

リーホールにて
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8/29(火)建 築構造ゼミナール

松井 :屋根の構造計画

一方向に力 を伝達す る屋根 として,吊 り屋根,軸カ アーチ,梁を,二方向に

力 を伝達する屋根 として,ド ーム,HoPシ ェル,曲線 梁 をスライ ドにより紹介

された。前者に関 しては支持条件 を含 んだ経済性 を論 じ,折板 にも触れ られた。

聴講 されていた建築施工学科の先生が流線梁に非常 に興味 を持たれ,熱心に

質問されていた。松井先生 は,大梁 と小梁が互いに直交す る曲線群 と考 えた時 ,

大梁のみにせん断力 を伝達 させ ると等分布荷重時の大梁のせん断力 は二次元の

ラプラス式を満足 し,こ れにより大梁 。小梁の配置が決定 されることを証明さ

れた。曲線梁の基本式が二次元のラプラス式に帰着す ることを知 った先 ほどの

先生 は,そ の結果が工学の広範囲な領域 に関連 してい ることを知 り感銘 した様

子であった。

ゼ ミ室にて

8/30(水)建 築施工学科授業

松井 :ス ラブ と型枠

大 き くわけて,普通 スラブ, リブ付 きスラブ,フ ラ ッ トスラブについて述べ

られた。普通 スラブに関 しては仮枠 の変遷 を中心 に, リブ付 きスラブについて
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は,中空 スラブ,アル ミ型枠 を用いた FEAL systemに よる床 と小梁, ワッフ

ルスラブの施工 を中心 に述べ られた。地震力 を外壁で負担 す るフラッ トスラブ,

中空スラブによるリフ トスラブにも触れ られた。

岸本教授の翻訳の中で中空スラプを hollow slabと 訳 されてお り,ア メ リカ

では,円筒型枠 をセ ッ トして現場でコンク リー トを打 ち込 まないように感 じら

れた。現在 日本 において仮枠費の節減か らも注 目されてい る一方向,二方向中

空スラブに話 を限定 して も学生 に とって興味深い ものになったのではないか と

思われ る。

ゼミ室にて

8/30(水 )工 学部土木工学科講演

松井 :日 本 における耐震設計 について

磐 田 :耐震設計の実例

松井先生 は,最初 に日本 における耐震設計の変遷 を説明 された。次 に耐震要

素 としてのラーメン,筋違 い,耐震壁の説明をなされ,そ れ らが ご自身の設計

において, どのように用 い られてきたか をスライ ドによ り紹介 された。

磐田氏 は,具体的に名古屋の超高層 ビル を例 にとり,構造計画 を説明す ると

ともに,現状 の 日本の耐震設計 に沿 った振動解析 を紹介 した。専門分野の異 な

る岸本先生 に とって,翻訳 は大変 きつい ことのように見受 け られた。ただ聴講



32

していただいた方々は,振動解析 に関 して知識 をもってお られた ようで,レセ

プションでの質問 も当を得た ものであった。建築学部 と比較する と聴講者 は,

自人の数が減 り,構造がいかに有色人種 に依存 しつつあるかを感 じさせ られた。

ローリーホールにて

今回の講演 を終 り,以前,渡辺昭氏 (Y・ F事務所 )が,松井先生の研究 に関

して話 されていた ことを思い出す。

「 日本で は耐震設計 に研究テーマが偏 りす ぎているが,松井先生のそれは長

期荷重 を対象 としているもの も多 く,その意味では海外 において高い評価が得

られるので はないか。」

同感である。

追  言己                                         松  井

昭和 30年に岸本正一君 という学生が入学 した。当時 ,ま だ在職 されていた内

藤多仲先生 に呼び出され,こ の人のお祖父 さんは,昔,早稲 田の英語の先生で ,

私の若い頃大変御世話 になった,君,特別 めん どうを見てやって くれ,と いわ

れた。彼,グ ライダー部 の主将 な どをや り,成績が下がると,私が内藤先生 に

呼び出されて叱 られ るのである。卒業論文 を指導 した。鹿島建設 に入社,き び

きび としているので少年探偵団 という綽名で,常 に出世 コースの トップを走 っ

ている。

艤
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昭和 34年に弟の雄二君が入学 した。この頃は,お父 さんの東大教授 と親 しく

していた。雄二君 はデザイン志望,大学院 に行 くか どうか,相談 をうけた。そ

の時,お父 さんが,私 もあ と何年だか ら,と いわれ る。私 は東大の定年の こと

か と思 ったが,後で判 ったが,ア メ リカでガンが発見 され,あ と 10年 といわれ

ていたのだそうである。ち ょうど 10年 目に亡 くな られた。定年後図書館長 をさ

れていた時である。

雄二君,菊竹事務所 に勤 め,そ の後渡米,ハ ーバー ドを出て,ハ フイ大学勤

務か ら方々の大学 を経 て,ク レムソン大学で落ち着 き,も う 10年にな るという

ことである。

私の「建築構造計画入門」 は大変 よ く売れた,それで気 をよくして英訳本 を

作 った。 これが さっぱ り売れないのである。わが家 に山 と積 まれた この本 を,

来 日された雄二君が手 に とってみて,教科書 にしたい とい う,喜んで毎年送 っ

た。

それか ら 8年,私の所 も底 をついたので,向 うで コピー を作 って もらうこと

にした。そんなことか
°
ら,一度著者 として講演に来て くれ と,随分前 にたの ま

れた。 その頃,私の廻 りは年 よりが多 く,遠出が出来 ない状態であった。 この

ところ次々 と廻 りの年 よ りが亡 くな り身軽 になった。昨年,兄さんの正一君に

会 った時,出かけようかな と話 しした。

随分長 くなったが,こ れが私が クレム ソン大学で講義 す ることになった所以

である。                    (1989年 9月 10日 夜 )

11成元年 7月 19「1 主任会
平成元年 7月 20日 教授会

建築 教 授 松井 源吾 クレムソン大学にで構造計画の
講義

(10日 間)

アメリカ ８

”
９

教授会資料より
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The Kishimotos

1970
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5。 アルメニア震害視察記

鹿島建設技術研究所 内 藤 幸 雄

私, 50年 修士卒で以来鹿島の技研勤めです。昨年 12月 のソ連アルメニア

スピタク地震 (M≒ 7,死者 2.5万 人以上)の 被害調査に, 5月 末か ら一週

間程出張 しました。 8月 初旬の某 日,調査の写真集を持参 して夏のご挨拶を兼

ね先生のお宅にお邪魔 したところ,本誌に載せるとのお言葉をいただきました。

参考にと,以前いただいた「縞」のい くつかを読み返 してみると,簡潔・ 高雅

な文章に気後れす るものがあり,筆 も進みません。一読者 として,「最近の先

生は以前より文章が うまくなった」等と勝手な事を先生 にも申し上げていた頃

がなつか しく思い出されますが,以下に少 し地震と被害の概要を述べます。

1)ソ 連アルメニア共和国は黒海とカスピ海の中間付近にあり,面積約 3万

km2,人 口約 340万 人。 レニナカン市 (人 口約 29万人)と スピタク

市 (人 口約 2万人)の 被害が激 しく,特 にスピタク市は既存の位置での

再建をあきらめ,少 し離れた別の場所に新たな市を建設するとの事。

2)建物の構造 は,石造,補強石造,プ レキャス ト鉄筋 コンクリー ト造 (以

下 PC造 )が多いが,被害程度は PC造が最 も激 しく (フ レーム式,壁

式の ものは PC造で も被害小),昔 なが らの石造ばか りならこれ程の犠

牲者は出なか ったのでは,と の印象。

3)大被害となった原因については,想定 (地動 100Galあ るいは

200Gal)以 上の地震が来た (500Cal前 後で揺れた地域 もい

くつかあった)と の見方が有力と思われるが, 日本の震度階 5(80～

250Cal)の 範囲を越えていないとする見方 もある。

4)被 害の多か った PC造 の破壊は,弱 い接合部分が まず壊れたと見 られ ,

柱・梁などの部材 自体の損傷はむ しろ小さい。
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写真をいくつか示しましたが,私は地震で倒れた建物を初めて見た関係もあ

り,深 い印象を受けました。カラーゼロックスの写真集を何部か作りました。

部数に若千の余裕がありますので, ご希望の方には贈呈させていただきます。

800人の学生が死ん

だと言われるレニナカ

ンの工科大学。すぐ近

くで同様の構造を再建

・新築中であった。

‐
 以下はスピタク市で

.撮
影の写真。 これは,

団地と思われ る。崩

壊 した部分 と残 って

いる部分,あ るいは

建物 (同 一の構造 と

思われ る建物間)に

よる被害程度の差が

顕著である。
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上は,補 強石造の集

合住宅,中 の写真は ,

建設中に地震にあっ

たと思われる。ラー

メンの PC造で一部

壁がある。下の中央

の建物は,最 も被害

の激 しい地域で比較

的健全だった壁式 P

C造。



6 松 井源 吾 先生 と本

鹿島出版会 上 曽健一郎

本 の編集 と建築 の設計 とは工程的によ く似ている といわれる。編集者 を建築

設計者 に置 き換 える と,印刷・製本会社 はさしずめ施工会社 とい うことになる。

とい うわけで この稿 ,松井源吾先生 をめ ぐる,数冊 の本の編集記である。

初仕事 まで

いきな り私事で恐縮 だが,筆者 は早稲 田大学建築学科 の卒業である。当然の

ことなが ら松井先生 の授業 も受 けている。 4年次の授業 は朝一番 の もので,た

いへん きつかったが,豪快 にご自分の著作 を生徒に「無料」で配 られ るのが有

名であった。

筆者 は,雑誌 『都市住宅』編集部へ そのスタッフ として入 ったが,松井先生

の仕事 をさせていただ くことになるの は,そ の 『都市住宅』の休刊 によ り,筆

者が単行本の編集部 に配置替 えになってか らである。

『フラッ トスラブ構造のデザイン』

筆者が松井先生か ら最初 にいただいた仕事は,『 フラ ッ トスラブ構造のデザイ

ン』である。初 めて 目黒 のお宅へ,打ち合わせで うかが った時 はたいへん緊張

した。相手 は授業 を受 けた こともある大先生である。 当方 は駆 け出 しの編集者

であ り,それに対 して松井先生 は構造設計の大家で,少々掛 け離 れた存在であ

った。 もっ ともこれが編集者の特権であ り,こ の仕事 がやめられない理 由で も

あるが。

ところで,筆者 は計画系であった。構造 は学部程度 の理解力 しかない (実 は

それ も怪 しいが )。 内容 の把握 に四苦八苦 したことはい うまで もない。だが,そ
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れ以上 に困 った ことがあった。原稿の量である。当時の記録 を見 ると,原稿が

400字詰原稿用紙 にたったの 34枚 しかなかった ことがわかる。ハー ドカバーの

本では,足 りない どころではない。本が出来 るか どうか怪 しい量 なのだ。著者

自身 もそう思われたのか,心配 されて電話 を下 さった ことがあるほ どである。

しか しなが ら本目手 は大先生である。 まさか「足 りないか ら書 き足せ」 とは言 え

ない。その前 に作 った『見 える力学』と同 じ組 み体裁では 50ペ ージ足 らずで収

まってしまう。 そ こで文字の大 きさを 1ラ ンク上 げ, 1段組 みに した。 しか も

各章 ごとに改丁,すなわち右ページ起 こしである。 この本 をお持 ちの方は,89
ページをご覧 いただ きたい。 ここには鈴木悔建築研究所 による模型写真が掲載

されている。 だが,こ れは実 は松井先生の原稿 の中にはな く,筆者が勝手 に挿

入 した ものである。88ページは自 (何 もないペ ージ)であ り,こ の写真がなけ

れば,89ペ ー ジの章見出 しと数行の文章があるだ けになって しまう。さすがに

それは,編集者 として認 め られなかったのである。

『中空ス ラプの計画 と設計』

弊社鹿島出版会 に松井先生が次 に くださった企画 は『中空 スラブの計画 と設

計』である。 中空スラブは,松井先生の考案によるものである。今や国内では

数多 く実施 されているし,海外で も実施例が見 られ る。考案者 による著作 とな

ると,こ れ は もう中空スラブの原典 といってよいだろう。 こういった本 を担当

で きる編集者 は幸 いである。 しか し,た いへん残念なが ら,本稿 の筆者 は別の

企画に参画中で担 当で きなか った。一言だけつけ加 えると,当時,松井先生が

「 この本 は共著 だか ら楽だ」 とおっしゃっていた。筆者 はそれに対 し,「 とりま

とめ役 をや るのは松井先生です し,そ うい う意味では執筆者が多数 というのは

たいへんです よ」 と申 し上 げておいた。 この言葉 は,後々松井先生 に効 いた ら

しい。

『木造の構造設計』

アレグザンダーの盈進学園の頃からだろうか,木造の大架構建築が目立って
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増加 している。『木造の構造設計』は,そ んな時流の中の企画であ る。 タイム リ

ーであった。しか も設計例 として出て くる建築 の設計者 は,葉祥栄 ,長島孝一 ,

木島安史 といずれ も,今 日,最前線で活躍す る方々 に加 え,前述 のアングザ ン

ダーである。構造設計 に携わ る者のみな らず とも興味のわ く素材 である。『中空

スラブの計画 と設計』が担当で きなかった無念 さ も加わ り,筆者 はしば らくこ

の企画 に没頭 した。

まず,松井先生か ら受 け取 った原稿の量 をチェックし (こ の頃 になる と, も

ともとず うず うしい筆者の性格 で もあ り,先生の原稿 に対 して も容赦な く注文

をつけていたので,こ の 『木造の構造設計』 に関 しては,量的には『フラッ ト

スラブ……』の時 よりも状況 は少々 よかった),全体 を 2部構成 に分 け,第 2部

をこの本のメインに膨 らませ ることにした。松井先生 の原稿 にはなかったが ,

設計事例 としてのデータ (面積や設計者名,一般図面 )を揃 える ことに走 り回

った。木島氏や長島氏の事務所か ら写真や図面 を借 り歩 き,雑誌 をめ くっては

データを拾 い集 めた。 もともと雑誌の編集出身である。材料 さえ揃 えばレイア

ウ ト自体 には,さ ほど苦労 はしていない。設計事例 としてただ漫然 と並べ るの

ではな く,できるだけ一般図や写真 によってわか りやすい構成 を心が けた。い

うなれば第 2部 は,松井先生の小 さな作品集 にして しまお うと考 えたのである。

目標 はそ こそ こ達せ られた と思 う。で きあが った後,『 日経アーキテクチ ュア』

に「カタログ的 にページをめ くって も楽 しい』 とい う新刊紹介が掲載 された。

署名記事で はないので,お そ らく同誌の編集者が書 いたのだろう。同業者 は互

いにその意図 を察 してしまうものだ。松井先生 は この記事 を読んで喜んでお ら

れたが,筆者 も満足であった。

『木造の継手 と仕 口』

住吉氏 と松井先生の共著 によるこの本の,企画の きっかけになったのは序文

にも著れている とお りである。松井先生が立て続 けに木造の本 とい うの も面 白

い。

この本 の文 字 原稿 の量 は,『木造 の構造設計』と同 じほ どであ ったが,図版 と
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写真の数 は膨大な ものであった。 しか も図面が どれ も大 きい。最終的 にはかな

り縮小 したが,実際 には,面積的に本 に掲載 した ものの 4～5倍である。A5判

のサイズに収 まるか不安 であつた。 そのため,い つ もよ り工程 を早 め,レ イア

ウ トの確認 を著者 に していただ く時間 を先 にもっていった。本 をつ くるために

は,著者校正 とい うものがある。初校 では,文字の確認。再校では,文字 と図

版の関係 とレイアウ トの確認。そして場合 によっては, この後最終的な確認 を

とる。 この工程だ と,再校 で初めて図 を見 ることにな る。 この段階で「図をも

っと大 き く」 と言われて も,対応で きない。そこで初校 の段階か ら割 り付 けを

作成 したのである。 そ して,文字 と図が割 り付 けられた レイアウ ト用紙 を見せ

なが ら,「 図の大 きさは, これでよろしいですね」と,確認 していただいた。幸

い了解 を得 ることが出来 たが,正直 い うと「ダメだ」 と言われて も, この大 き

さで押 し通すつ もりであった。

『継手 と仕口』で は,松井研究室の助手である手塚氏 の存在が光 っていた。

彼がいなければ, これ ほ ど楽 にはで きなかっただろう。

本書 をお持 ちの方 は, もう一度開いていただきたい。全体 は, 3部構成 にな

っている。だがその前 に「名称 について」 というペ ー ジがある。序文か らい き

な り「継手」に入 って しまうのは構成上 あまり好 まし くない。 また,原稿 を読

む と専門用語が次々 に出て くる。用語解説が欲 しかった。手塚 さんか ら松井先

生 に提案 していもらい,先生 にも了解 していただいた。 そのお陰で このページ

構成 となったのである。

さらに,各写真の下 には組み立て順 に番号がつけられ,組み方の説明が加 え

られている。当初,受け取 った原稿 にはなかった ものである。 これ も無理 を言

って手塚 さんに書 いて もらった。一つ一 つは簡単な原稿 の ようだが,全体 にわ

たって統制 をとりなが ら,同 じフォーマ ッ トで書 きあげてい くのは,た いへん

な労力 である。

幸い,こ の本 は評判が良いようである。『室内』 を始 め として『新建築』『住

宅特集』『建築文化』『日経 アーキテクチュア』『建築技術』などが こぞって新刊

紹介 をして くれた。
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増加 している。『木造の構造設計』は,そ んな時流の中の企画である。 タイム リ

ーであった。しか も設計例 として出て くる建築の設計者 は,葉祥栄 ,長島孝一 ,

木島安史 といずれ も,今日,最前線 で活躍する方々 に加 え,前述のアングザ ン

ダーである。構造設計 に携わる者のみな らず とも興味のわ く素材である。『中空

スラブの計画 と設計』が担当で きなか った無念 さも加わ り,筆者 はしば らくこ

の企画 に没頭 した。

まず,松井先生か ら受 け取 った原稿 の量 をチェックし (こ の頃 になると, も

ともとず うず うしい筆者の性格で もあ り,先生の原稿 に対 して も容赦 な く注文

をつけていたので,こ の 『木造の構造設計』に関 しては,量的には『フラッ ト

スラブ……』の時 よ りも状況 は少々 よか った),全体 を 2部構成に分 け,第 2部

をこの本のメイ ンに膨 らませることに した。松井先生の原稿 にはなかったが ,

設計事例 としてのデー タ (面積や設計者名,一般図面)を揃 えることに走 り回

った。木島氏や長島氏 の事務所か ら写真や図面 を借 り歩 き,雑誌 をめ くっては

データを拾い集めた。 もともと雑誌 の編集出身である。材料 さえ揃 えばレイア

ウ ト自体 には,さ ほ ど苦労 はしていない。設計事例 としてただ漫然 と並べ るの

ではな く,できるだけ一般図や写真 によってわか りやすい構成 を心が けた。い

うなれば第 2部 は,松井先生の小 さな作品集にして しまお うと考 えたのである。

目標 はそこそこ達せ られた と思 う。 で きあがった後 ,『 日経アーキテクチ ュア』

に「カタログ的にペー ジをめ くって も楽 しい』 とい う新刊紹介が掲載 された。

署名記事ではないので,お そらく同誌 の編集者が書 いたのだろう。同業者 は互

いにその意図を察 して しまうものだ。松井先生 はこの記事 を読んで喜んでお ら

れたが,筆者 も満足であった。

『木造の継手 と仕口』

住吉氏 と松井先生の共著によるこの本の,企画のきっかけになったのは序文

にも著れているとお りである。松井先生が立て続けに木造の本 というのも面白

い。

この本の文字原稿 の量 は,『木造の構造設計』と同 じほ どであったが,図版 と
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写真の数 は膨大 な ものであった。 しか も図面が どれ も大 きい。最終的にはかな

り縮小 したが,実際 には,面積 的に本 に掲載 した ものの 4～5倍である。A5判

のサイズに収 まるか不安であつた。 そのため,いつ もより工程 を早 め,レ イア

ウ トの確認 を著者 にしていただ く時間 を先 に もっていった。本 をつ くるために

は,著者校正 とい うものがある。初校では,文字 の確認。再校 では,文字 と図

版の関係 とレイアウ トの確認。 そ して場合 によっては,こ の後最終的な確認 を

とる。 この工程 だ と,再校で初 めて図を見 ることになる。 この段階で「図をも

っ と大 き く」 と言われて も,対応で きない。 そ こで初校の段階か ら割 り付 けを

作成 したのである。 そして,文字 と図が割 り付 けられたレイアウ ト用紙 を見せ

なが ら,「図の大 きさは,こ れで よろしいですね」と,確認 していただいた。幸

い了解 を得 ることが出来たが,正直 いうと「ダメだ」 と言われて も, この大 き

さで押 し通すつ もりであった。

『継手 と仕 口』では,松井研究室の助手である手塚氏の存在が光 っていた。

彼がいなけれ ば,こ れほど楽 にはで きなかっただ ろう。

本書 をお持 ちの方は,も う一度開いていただ きたい。全体 は, 3部構成にな

っている。だが その前 に「名称 について」 とい うページがある。序文か らいき

な り「継手」 に入 って しまうのは構成上 あまり好 ましくない。 また,原稿 を読

む と専門用語が次々に出て くる。用語解説が欲 しか った。手塚 さんか ら松井先

生 に提案 してい もらい,先生 に も了解 していただ いた。 そのお陰で このページ

構成 となったのである。

さらに,各写真の下 には組 み立 て順 に番号がつ けられ,組み方の説明が加 え

られている。当初,受け取 った原稿 にはなかった ものである。 これ も無理を言

って手塚 さんに書 いて もらった。一つ一っは簡単 な原稿のようだが,全体 にわ

たって統制 を とりなが ら,同 じフォーマ ッ トで書 きあげてい くのは,た いへん

な労力である。

幸い,こ の本 は評判が良いようである。『室内』 を始 め として『新建築』『住

宅特集』『建築文化』『日経アーキテクチュア』『建築技術』な どが こぞって新刊

紹介 をして くれた。
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現在 の ところ,筆者が関係 させていただいたのは以上である。

松井先生 は筆者の ことを「鹿島出版 会で一番厳 しい編集者」 と言われた こと

が ある。 これ まで この稿 を読んで もらえばおわか りになると思 う。筆者 な どは

まだ まだ甘い方なのである。

松井先生の文章 は淡々 としている。つ まり,必要最少限の言葉 しか用いない。

余分 な表現 は一切排除 しているので,事情 を知 らない人間には,何を言 ってい

るのかわか らな くなることがあるか もしれない。 どうしても言葉が足 りない場

合 には,必要最少限の範囲でわずかな味付けをしている。松井先生 もこの こと

は了解 して くだ さっているようだ。だが ,大方は,そ れが松井先生 の文章 の「味」

なわ けで,そ れ をその まま読者 にお伝 えしている し,そ うす ることが良 い方法

なのであろう。

ところで当然の ことだが,良 い本 は著者の力 に よるものである。冒頭 にお こ

が ましくも編集者 を設計者 にた とえた。 しかし,本当は著者がすべてなのであ

る。だが,編集者 は良い本 をつ くる こ とに関与で きた ことで,さ さやかな満足

を得 るものだ。良い本 とい うのは,良い企画による。その意味で は松井先生 は,

企画が次々 と湧 き出て くる。次 に何が 出て くるかわか らない面 白みがある。そ

うい う著者のアイデアを形 にす るこ とが,編集者 として最 もや り甲斐のある仕

事 と言 える。そして,ア イデアの豊富 な著者 と一緒 に仕事ので きる編集者 は幸

いなのである。

まだ まだ面 白いタネあか しはた くさんある。そ して現在 も何冊 かの本 が,企

画 あるいは実際の作業段階で進行 中で ある。 しか し,そ れをお話 しするの は次

の機会 に譲 ることにし,こ の稿 を終 わ りにしたい。



7 韓国稲 門建築会創立一周年記念の会

―
 (於 ソウル市 ホ テル ロ ッテ 平 成元年 4月 11日 )一

祝 辞

韓国稲門建築会が創立一周年 との こと,おめで とうござい ます。 この一年 ,

その事業は活発 で,大いに親睦の成果が上 ってお られ るとの こと,何 よりの こ

とと,お慶 び申上 げます。

同窓会の第一の 目的は親睦 にあ ると思います。学閥や,派閥のためではあ り

ません。第一の 目的 をふみはずす と,永い発展 は望めない と思い ます。

何事 も,は じめが大切です。 この一年の しっか りした基礎 の上 に,大いなる

発展 を期待 してお ります。

一番近 い国で,同 じ稲門建築 です。交流 を大いに深 めたい ものです。

はじめての交流 に,会長 として参加出来 ること,大変光栄 に思 つてお ります。

空 港
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また,両建築会 の交流 によって,留学生が増す こ とになれば幸 いだ と思い ま

19891年 4月 11日

日本稲門建築会会長 松井源吾

オリンピック メインスタジアム

(1.4.10～ 12 ソウル)

韓国稲門建築会

(ホテルロッテ)
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祝 辞 スライド説明「耐震設計の実際」

校 歌

韓国稲門建築会 (ホテルロッテ)
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感 謝 牌

松 井 源 吾  博士

爾本国早績田大肇教授
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錢 鵜 sig‐籠輔:哺 癖■''暑 主懸二露 講演二塁

鞭爾艤鶴畿難 戦震碗 ヱ囃 篭‐興尋餞ユニ豊

。I騨警 機報 艤畿総 晏警 表 警哺嗜.

,9感 9年 4ガ  1lS

鑽鸞λ難 饉 纂 馨 舞

鷺長 率》鷺 麒

諷



9 藤井邦雄氏 (清水建設研究所)博士 に

課程によらない博士学位論文合否判定資料

論文審査
専門分r, 学位申請者 豊土 論 文 題 目

建築学

慶大
:〕G.1入学
40.3卒業

63.11.17受 〕里

オ
雄

ィ
井

ル
藤

超高層建築物に作用する変動
空気力とそれによる応答の研
究

― 多点同時圧力測定方法と
変動風圧の可視化を中心と
して 一

S63.12. 1

松 井 源 吾 了

章
問
谷

風
西

1。 2.28連絡委員会
1.2.28工 研委員会

1日
ギ111[

授与
学位

笠 記 ヨ曽1言 こ 合 格

筆 記 合格

鉄 筆記 合格 ]「:護己

1 査 開催日

‖ 1.2.2

格
格△ロ

合
不

３２

５

２７

２７

０

０

数
数
数
数
数
数

員
緒
総
票
票
‥

‐Ｊ

υ
　
　
　
　
票

成
砂
票
効
効

構
公
投
有
無
白

工博

1.3.23 大隈会館
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1.3.23

大限庭園



10. ツ原吾 という名前

―
 (平成元年 4月 15日 )一

源吾 とい う名前,小学校 の頃,古めか し くていやだつた。大正 も後半の生れ

であるか ら,小学校の同級生,いかに佐渡で も古 めか しい名前 は,私以外 にな

かった。 とな りの医者の子 は「真洋」であったが,漢学の素養のある彼の祖父

の命名だけに風格があ り,古めか しい とい うものではない。

大高源吾 とはやされ るのには参 った。

祖母 に聞 いた。わが家 は代々源内であ るか ら,そ の「源」 をとった,ま た祖

父が北海道寿都 (す っ)で商売 している時の屋号が丸五 (丸 の中に五の字が入 る)

で,そ の五 を とったがヵ ッコウがわるいか ら「吾」 とした, とい うことであっ

た。

よっぱらった友人が,大高源吾 は橋 の上,松井源吾 は橋の下, といった こと

がある。調子 のいいのに感心 し,あ ま り腹が立たなか った。当時 は落 ち込んで

いた。当時の私のあだ名 は眠狂四郎であった。

30年 くらい前,大林組 の小林千之君が,ま だ大学の助手だった頃,小林君の

お父 さんが印相 の大家で,安東君 と私 に印 を作 って くれた。安東君のは黒い印

材で,「安東之印」 と刻 まれてお り,私の は白い印材で,「源吾之章」 なのであ

る。すべて反対である。安東君の兄 さんは英国の英 を とって英男,姉 さんはロ

シヤの露 を とって露子,英国,ロ シヤ当時の列強である。安東君の勝男の勝 は ,

お父さんの出身地,岡山県勝 田郡の勝 だ そうで,そ の こと気 に入 らぬようであ

った。私 は自分の名前 を「源」 (ミ ナモ ト)は吾 (フ レ)に あ り」ともよめるので ,

気に入って いた。 この印章,ずっと愛用 している。

先般,三浦健司君 につれ られて行 った名古屋のバーで,諸嬢 ,「源吾先生」と

呼んで くれ,そ の語感の よさに酪酎 して しまった。
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この春,従弟の山本養一君のてん刻印 をもらった。や は り「源吾」である。

数年前,西潟幸雄君 の中国土産の印章 は,即席で作 つて くれた ものだそうだ。

わが家の味呼のマー クは丸源だったので,私のサイン も丸源である。昭和 40

年代 はよ く本 を書いた,そ の検印用 にサインを印章 にした。

斜

）空
囚
ス
′７

‐・一＝

Ｉ

倒

刻

移

´
間

西潟君の中国土産の印

検印用の印

江
ｏ



10.源吾という名前 55

海音寺潮五郎の「寺 田屋騒動」の中に,主君への請書の署名の筆頭 に西郷の

名 を記す ことにし
一

大久保 は筆 を とって「大島渡海菊池源吾」としるした。

とある。当時西郷 は奄美大島にいた。

どうして源吾なのか説明 はない。

昭和 54年 ,松井研修士卒 は七人で,仲の よい連中である。源七会。私の源 に

七人の士の意。誰かの結婚式 には,全国か ら全員集 まるのである。六人結婚 し

て,寺川君だけ,ま だである。

光ヨ  言己(1.9.10)

今夏 ,ク レムソン出張 の途 中,ロ スア ンゼルスで,在住 の知己の歓迎 をうけ

た。わが弟子,竹中の今井武彦君 も出席。 この人,長男 に源吾 とい う名前 をつ

けた。源吾君,今,反抗期だそうだ。



11。 「木造の継手と仕口」の出版

(平 1.6.3 雅叙園観光ホテル)
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11.「木造の継手と仕口」の出版 59
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サルバ ドリー教授よりの手紙

5nur/z1 5o,rr-,
WEIDLINCER ASSOCIATEs INC

Consulting Enginccrs

333 Seventh Avenue,New York,NY lα X)1
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松井先生

1989年 6月 8日

日本の木造の継手と仕口についての素晴らしい本を受け取りました。

有り難うございました。この本の美しさには、魅了されました。

この本を、米国内で出版される気持ちはお有りでしょうか。関心のある

出版社をこちらで探し出すことが出来ると、確信していますので。

返事を待つ間に、可能性をあたり始めてみようと思いますё

私は、健康状態は良好で、特に初中等学校の生徒に教える仕事を、

活発に行っていられることを、嬉 しく思っています。

敬具

マリオ・サルバ ドリー

西谷 章 訳

「室内」 1989.7月 号

本造の機モと仕口

名
著

「木
造
の
継
手
と
仕
口
」

■
建
築
技
術
者
に
お
推
め
の

一
冊

木
材
を
継
ぎ
足
し
て
長
さ
を
長
く
す
る

接
合
を

「継
手
」
と
い
い
、
木
材
を
直
交

あ
る
い
は
斜
交
す
る
接
合
を

「仕
口
」
と

言
う
。
こ
の
木
材
の
接
合
を
写
真
と
図
面

で
詳
し
く
紹
介
し
た

「木
造
の
継
手
と
仕

口
」
（鹿
島
出
版
会

２
３
６
９
円
）
が
出
版
さ

れ
た
。
紹
介
さ
れ
て
い
る
伝
統
の
技
術
は
、

複
雑
、
巧
妙
で
芸
術
作
品
の
よ
う
に
美
し

い
。
図
面
だ
け
で
な
く
、
写
真
で
デ
ィ
テ

ー
ル
を
見
ら
れ
る
の
も
素
晴
ら
し
い
。

こ
の
本
は
大
規
模
木
造
建
築
物
と
し
て

話
題
に
な
っ
た
盈
進
学
園
東
野
高
校
の
建

設
に
共
に
参
加
し
た
、
棟
梁
の
住
告
寅
七

さ
ん
と
、
早
稲
田
大
学
教
授
の
松
井
源
吾

さ
ん
の
共
著
で
あ
る
。
建
築
技
術
者
に
は

見
逃
せ
な
い

一
冊
で
あ
る
。
　
　
（編
集
部
）

このほか次の雑誌 に書評が載 った。

建築技術  8月号

建築文化  8月 号

NIKKEI ARCHITECTURE

新建築  8月号

新建築,住宅特集  9月 号

8月 7日号



12.こ の半 年のアルバ ム

鹿島松井会忘年会

(昭 63.12.5 赤坂)

東洋基礎前社長

杉村繁氏追悼会(―周忌)

(昭 63.12.6 パレスホテル)
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大成建設松井会忘年会

(昭 63.12.7 新宿センタービル)
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清水建設松井研着手新年宴会 (平 1.1.13 わが家 1階 )

木島安史氏展覧会パーティー

(平 1.1.17 乃木坂)



12.こ の半年のアルバム 67

つ
「
―

薔
―

竹
内
正
氏

山
本
養

一
氏

新
関
氏

東稜高校 ジャッキダウン (平 1.1.20)

香川県詫間(平 1.1.21)菊 竹氏より ..

新関欽哉氏の講演のあと

(平 1.2.4 富岡美術館)

…
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石寄君結婚披露宴

(平 1.2_12 明治記念館)

新婚旅行 (スペイン)

，
●
”



12.こ の半年のアルバム 69

長野建築士会で講演,

それから山田温泉一泊

(平 12.18)

ゑ
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議
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明治学院起工式

(平 1.2.22)



稲門建築会見学会

(平 1.3.18 川崎市民ミュージアム)



12.こ の半年のアルバム 73

ナジ君と,田中輝明氏邸

に招待される

磯索 〕ど ,
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卒業式の日

(平 1.3.25)

同(高田馬場にて)

1 ,.1

・
・

=



12.こ の半年のアルバム 75

修已さん夫妻結婚 20年を祝う,

いとこ会

(平 1.4.1 新橋)
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田村幸一君結婚披露宴

(平 1.4.9 パレスホテル)

甕:‐麟

新婚旅行 (エ ーゲ海にて)
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●    . ‐||||

｀
ぬ鐵“  ノ驚‐2蟻鍾

吉富寿子さん結婚披露宴

(平 1.4.23 帝国ホテル)

新婚旅行 (ハ ワイ)
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森
川
君

六日会(平 1.5.13)梶 井直紹氏より

池

　

君

梶
井
氏

修之助叔父上京

(平 1.5.14 横浜中華街)
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稲門建築会総会

(平 1.6.7 永楽倶楽部)

石川正氏より

田無のタワー竣エ

(平 1.6.7)

光弾1士学会

(平 1.6.14 東京理科大)澤教授より

●

■

翔
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江戸東京博物館起工式 (平 1.6.22)
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第16回 「輝友会」(平 1.6.24 雅叙園観光ホテル)

．

一ｍ

一

鶴

陥

籠
＝
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和田建技研にて木造の講義

(平 1.7.3 大阪)

ナジさんお父さん歓迎会

(平 1.7.16 自由ケ丘)

ハンガリーの舞姫歓迎会(平 1.8.20 田中家)

鰺鰊歿,.

機な 機_

.麟 _

機

「 Ｆ

ｉ
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コルビュジエ展,ポジャンスキー氏講演のあとのパーティー

(平 1.9.9 宝塚造形芸術大学)

清水建設松井研の会

(平 1.9.12 わが家 1階 )

‐■ヽ.1.｀
.



13.特 許 な ど

①lnt.Cl(

E048 5/43

⑩ 日 本 国 特 許 庁 (JP)  ① 特 許 出 額 公 告

⑫ 特  許 公 報 (B2) 昭

“

-49025

識別記号   庁内整理番号     ②④公告 昭和鰺牢(1988)10月 3日

7521-2E

発明の数 1(全 4頁 )

③発明の名称  中空コンクリートスラブ

審 判 昭61-1282 ④特 願 昭55-37057      0公  開 昭56-135655

②出 願 昭55(1980)3月 24日        ○昭56(1981)10月 23日

②発 明 者  松 井   源 吾  東京都品川区上大崎4-5-10

①出 願 人  松 井   源 吾  東京都品川区止大崎 4丁 目5番 10号

①出 願 人  株式会社 栗本銀工所  大阪府大阪市西区北堀江 1丁 目12番 19号

④代 理 人  弁理士 久 門  知

審判の合議体 審判長 富 田  健 三  審判官 鈴 木  憲 子  審判官 青 山 敏

⑦特許請求の範囲

l 四辺で支持 され るスラブにおいて、 スラプを

その隅角部からの45度線で四分割す ると仮定 した

とき、周辺に対 して直角方向に、所要間隔をもつ

て中空管を埋設 してなることを特徴 とす る中空 コ 5

ンクリー トスラプ。

発明の詳細な説明

この発明は四辺で支持 され る二方向 スラブにつ

いて比較的支持スバ ンが小さ く、かつ床荷重が大

きい場合に利用す る中空 コンクリー トスラブに関 ゴ0

するものである。

従来、鉄筋コンクリー ト構造のスラプに薄肉鉄

板等からなる中空バイプを埋設 してなる中空 スラ

プが広 く利用されている。一方向 スラプの場合、

中空パイプは一方向に平行に配 されてお り、その 15

場合、中空スラプは近似的に孔の方向に I形ば り

が連設 されたもの と見な して設計 され る。

これに対 し、発明者は二方向スラブ用の中空 コ

ンクリー トスラブ構造 を開発 している (特公昭

“-40249号公報参照 )。 これはスラプの設計が主曲

"
げ方向によつて支配 され る場合 を想定 した もの

で、中空パイプの孔の方向がスラプの主曲げ方向

をほど一致す るようにして中空パイプを配置 して

いる。

しか し、例えば倉庫等比較的支持 スバンが小 さ 26

く、かつ床荷重が大きい構造では、せん断力によ

る影響が大き くなり、最大せん断応力によつて設

計が支配され る場合がある。

2

この発明は上述のようなせん断力が大 きい場合

の合理的な中空 スラプの構造を提供するものであ

る。

二方向中空 スラブに鉛直荷重が作用す る場合、

第 2図 に示すよ うに二方向の曲げモーメン トMl,

M2と せん断力Ql,Qを 考えることがで きる。 図

中Ml,Qlは 孔方向に関す る曲げモー メン トとせ

ん断力であ り、 この方向については孔間の部分 を

I形ば りと同様に考えることができるが、孔の方

向 と直交す る方向に関す る曲げモー メン トIM2、

せん断力Q2に ついては長手方向に所定間隔で孔

のあいたは りの問題 と同じであつた、孔があるた

め応力集中が起 こる。なお、せん断力Ql,Q2自

体の方向は鉛直方向である。図からも予測 され る

ように、一般に孔方向の曲げ耐力、せん断耐力に

比べ、孔 と直交す る方向の曲げ耐力、せん断耐力

は小 さ く、曲げに対 しては孔上下の主筋量 を増や

す等すれば よいが、せん断力に対す る補強は困難

である。

中空 スラブにおいて通常用いられているスラブ

厚、孔径、孔間隔 もので、孔の方向のせん断耐力

に比べ、孔 と直交す る方向のせん断耐 力は、「 中

空 スラブ構造の研究 」(入江善久 ;早稲 田大学学

位論文、 195年 1月 )や光弾性実験 (松井源吾 ;

「二方向中空 ス ラプの実施例 よ 建築技術L"2、

Ю譴年 4月 号、第 55頁～第56頁 参照)等 によ り

0.2～ 0.3倍 程度であることが推察され る。

第 1図は四辺で支持 される孔のない等方性体の
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(2)            特公 昭 8-● 025

3                                        `

正方形 スラプに生ずる最大せん断力の大 きさおよ  向に一致させる必要がない。第 4図 はス ラブ lを
び方向について解明 した結果 をスラプの四分の一   対角線すなわち、その隅角部からの45度線 B,B
について示 したもので、線Aは最大せん断力の大   で四分割す ると仮定 したとき生ず る各三角形 Cの
きさおよびその伝わる方向を示 している。 スラブ  底辺Dに対 して直角方向に、所要間隔 をもつて中
の設計に際 しての構造計算上、略 X線で囲む部分 5 空管 2を 埋設 したものであるが、図に示 され るよ
においてはせん断力が大 き く、せん断力に耐え る  うに施工、特に中空管 2の製作の容易性 を考慮 し
べ く設計 しなければならないo           て、スラブ l中央部については一方向の中空管 2

図から明らかなように最大せん断力は平面的に   のみとしてもよい。
見た場合、スラブ中央で小さ く、支持 され る四辺    また、長方形スラプの場合、第 5図 に示すよう
に向けて、徐々に大き くなり、伝わ る方向 も四辺 ゴ0に スラブ 1を その隅角部からの45度線 B,3で 四
とほぼ直交するようになる。            分割すると仮定 したとき生ず る各三角形 Cお よび
以上の観点により、 この発明では、比較的支持   台形Cの底辺 Dま たは底辺が に対 して直角方向に

スバンが小さ く、かつ床荷重が大きい場合の中空   所要間隔をもつて中空管 2を 埋設す ることになる
コンクリー トスラブとして、スラプをその隅角部   が、スラブ 1中央部については台形C側の中空管
からの45度線で四分割す ると仮定 したとき、周辺 15 2の 埋設を多 くす ることによつて実施 され る。
に対 して直角方向に、所要間隔をもつて中空管 を   この発明は以上の構成か らなり、スラプの設計
埋設することとしたo               に際 してせん断がその断面決定 を支配す る場合に

次に、図示 した実施例について説明す る。     おいて、中空管を最大せん断方向に略一致 して配
第 3図は四辺で支持 され る正方形 スラブ 1に お   置 してあるので、小断面をもつてせん断力に耐え

いて、 スラブ 1を対角線すなわち、その隅角部か 2θ る合理的な中空スラプを構成することがで きる。
らの45度線 B,Bで 四分割すると仮定 したとき生   図面の簡単な説明

ずる各三角形 Cの底辺 Dに対 して直角方向に、所    第 l図はせん断力図、第 2図は曲げモーメン ト
要間隔 をもつて中空管 2を 埋設 した もので ある。  およびせん断力の説明図、第 3図、第 4図および
以上の中空管 2の配置は前記第 l図 に示 した最大   第 5図はそれぞれ この発明の実施例 を示す平面図
せん断方向に略一致するo           25(右 半分は断面図)である。

ところでスラブ lの中央部においてはせん断力    l・ ス̈ラブ、 2・ 中̈空管。
は小さいので、中空管 2は必ず しも最大せん断方

第 2図
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/                                         2

0実用新案登録請求の範囲            ないとコンクリー トのかぶ りを十分 にとれ ない。
四辺て支持 されるスラブにおいて、 そのスラブ  この考案は前記発明を改良 してその中空管 の配置

中央の、 スラフの辺と略45度 方向に交叉する方向  を単純化 し、併せて前記問題点に対処すべ く新 し

の辺 を もつ方形の各辺の位置 に中空管 を配置 し、  い二方向中空 スラプを開発 したものである。

その各中空菅 と平行する複数の中空管 をスラフ隅
' 

図において 1は鉄筋 コンクリー トスラフで壁 ま

部に向 つてそれそれ所要間隔 をおいて配置 し、ス  たは梁によつて四辺で支持 されており、 その スラ

ラブに生す る荷重を四辺に伝達 す るよ う1こ してあ  プが正方形の場合第 2図に線て表示するよ うな主
ることを特徴 とする中空 コンクリー トスラブ。    曲げ方向を有 している。すなわち主曲げ方向は板

考案の詳細な説明                体 として とらえ られるス ラプの各位置におい て、

この考案は中空管を埋設 して構成 される四辺で ノ0ね じリモーメントが 0と なる実線および点線 で示

支持 された鉄筋 コンクリー ト構造の中空 スラブに  した互いに直交する二方向が与えられ るが、 この

関す るものである。                うち実線で示 した方向が最大の曲げを与え、点線

従来一般に実施 されて きた中空 スラブは孔の方   で示 した方向が最小の 曲げを与える。 そこで この

同が一方向であ り、その方向にたけ荷重を伝える  最大の曲けを与える主 曲げ方向に近い方向に真直

ので一方向に壁のある建築に適 している。 しかし ′,な中空管 2を埋設 したのが この考案である。 すな

一般の建築では四辺で支持 され る構造の ス0ブ も  わ ちスラブ 1の中央の、 スラアの辺 (X,Y)と
多 く、 スラプの設計が曲け応力によつて支配 され  45度 または略45度 の角度 を もつて交スす る方向の

る場合主 曲げ方向に中空管を埋設す ることが望 ま  辺を もつ正方形 または略正方形の各辺の位置 に中

しい。 その一例が特開昭 52-11614号 公報 (特公  空管 2を配置 し、その各中空管 と平行す る複数の

昭 53-4020号公報 )に示 され るものである。 と ″ 中空管 をスラブ隅部 Aに 向つてそれぞれ所要間隔

ころで前記公報に示 される中空 スラブでは、中空  をおいて配置 し、 スラブ 1に生する荷重を四辺に

管が多方向 または三方向配置 されて、 その施工が  伝達 す るよっにしたものである。

複雑 であ り、特に辺 と平行な中空管 と辺 と傾斜す   すなわちスラブ 1内に同心の正方形の各辺の位

る中空管 との境界部におけるコンクリー ト中に埋   置 に中空管 2を 配置 し、かつスラブ 1の 辺 (X,
設す る鉄筋は重 なり合つて多 くな り、配筋が複雑 25Y)に 対 して45度 の方向を なすように してあ る。

かつ困難である。               そ して 中空管 2, 2間 に管 に平 行 して主 鉄 筋

また鉄筋量が多 くなると中空管 の径 を小 さくし  ((図 示 しない)を配筋す る。
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(2) 実公 昭 62-15370

3                                      イ

この考案は以上の構成からなり、前記特開昭52  図面の簡単な説明

-11614号 公報の発明と同様に全体として中空管   第 1図はこの考案の概要を示した平面図で、一

の方向が最大の曲げを与える主曲げ方向に略一致  部を断面で示す、第2図は正方形板の主曲げ方向

した配置となり合理的であり、しかも中空管の方  を示したものである。

向が二方向に単純化され、鉄筋の配筋も複雑に交 ,  1¨ …・スラブ、 2-・…中空管。

叉することもなく施工性がよい。

第 1図

第 2図
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⑭考案の名称  中空フラットスラブ

昭56-82400      0公  開 昭57-194511

昭56(1%1)6月 4日       ○昭57(1982)12月 9日
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大阪市西区北堀江 1丁目12番 19号

特開 昭 52-11614(JP,A)

′                                         2

0実用新案登録請求の範囲             このような比較的支持 スパンが小 さく、かつ床

梁のないフラツ トスラブ構造の スラプの各柱間  荷重が大 きいフラツ トスラブ構造について、主 せ

について、略周辺部か ら前後左右中央線 までの長   ん断方向を考慮す ると、第 3図に示すようなフラ

きて相対す る柱の対角線方向に平行 して、多数本   ットスラブ 1が考え られ る。すなわ ち、湾曲 させ

の中空管 をコンク リー ト中に所要間隔をもつて埋
'た

多数の中空管 2を 主 せん断方向に沿わせて、 コ

設 してある ことを特徴 とす る中空 フ ラツ トス ラ  ンク リー ト中 に所 要間隔 をおいて埋設 した もの

フ。                      で、中空管 2間の コンクリートおよび配筋か らな

考案の詳細な説明                る略 I形断面で、主 せん断方向に沿つて湾曲 した

この考案は中空管を埋設 して構成 される中空 フ  梁が多数連設 されたよ うな構造 とな る。 しか し、

ラッ トスラフに関するものである。       ′0こ の場合、種 々の曲率の中空管 2を用意 しなけれ

従来の中空 フラッ トスラブは主曲げ方向によつ  ばならず、中空管 2間の間隔 も不定 で湾曲 してい

て中空管の埋設す る方向が決定 されることが多い  るため、配筋 および設計が複雑 とな り、実際的 で

特公昭 53-40249号 公報 、持公昭 55-45147号 公  ない。

報参照 )。 しか し比較的支持 スパ ンが小 さく、か   この考案 は上述 の よ うな事情の下 に考案 された

つ床荷重か非常 に大 きい場合にはせん断力によつ ゴ
`も

ので、フラツ トスラブについて主 せん断方向 を

て設計が支配 され る場合があ り、それに応 じた構  考慮 し、 しか も中空管の配置を単純化 し、施工 性

造の四辺て支持 され る梁付の中空 コンクリー トス  の良い合理的 な中空 フラッ トスラブを提供す るこ

ラブに関 して先に特願昭 55-37057(特 開昭 56-  とを目的 としている。

135655号 )の発明がなされている。 ところで四辺   そのための手段 として、 この考案ではフラツ ト

で支持 され る構造 ではス ラブにおける主せん断方 ′0ス ラプの各柱間について、略周辺部か ら前後左右

向 (各点 における最大 せん断力の方向を平面的に  中央線 までの長 さで相対す る柱の対角線方向に平

連続 させたもの)が、 スラプの中心を通 り、四辺  行 して、多数本 の中空管 を コンクリー ト中に所要

の梁に分散 され るような形 で存在するのに対 し、  間隔 をもつて埋設 してあ る。

フラツ トスラブ構造では第 2図の実線で示すよう   このような配置 によ り中空管の方向は略主せん

に、柱位置に収東 し、 スラプを前後左右 に分ける 万 断方向に一致 し、 しか も直線状の中空管が使用 で

中央線 X― X,Y一 Y線上で交差するよ うな形で  き、配筋作業等 も楽 である。

主 せん断方向が与 えられ る。            以下その詳細 を図示 した実施例によつて説明す
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る。

第 1図 は スラプの一部を示 したもので、その前

後左右に所要広 さ連続 するもので 1は スラブ、 2

は中空管を示 し、 この スラブ |は必要によ リキヤ

ピタル 3を設 けて柱 4に よつて支持 され るフラツ

トスラブ構造の もので、 4本の柱 4で正方形 また

は略正方形 に囲 まれ る。そして正方形 または略正

方形の略各周辺部か ら前後左右中央線 X― X,Y
一 Yま での長 さで相対する柱 4, 4の対角線方向

に平行 して多数本の中空管 2を コンクリー ト中に

所要間隔を もつて埋設 してある。 そして左右 、前

後の スラブ 1′ , 1′ ては中空管 2は 直角 または略

直角方向をな して配置 される。

鉄筋 (図示 しない)は 各中空管 2, 2間に中空

管 2と 平行 して配置 される。

(2) 実公 昭 62-15371

この考案は以上 の構成か らなり、倉庫のよっに

荷重が非常 に大 きく、 しか も 4本 の柱て囲 まれ る

方形 スラプの場合、前記 した中空管の配置は 2方

向であ りせん断方向に略近 い方向の配置 とな り、

'し
か も真直 な中空管 に よ り全体 として単純 化 さ

れ、中空管、鉄筋の配置作業が容 易となり、実用

性が大 である。

図面の簡単な説明

第 1図は この考案の1既要を示 した平面図 (一部

′0断面図 )、 第 2図はフラツ トスラフ構造 における

スラブの主せん断方向を示 した図、第 3図 は比較

例の平面図 (一部断面図 )で ある。

1′ , 1′ …… スラフ、 2… …中空管、 3… 。̈キ

ヤピ タル、 4・・・…柱。
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実 用 新 案 登 録 証

登 録 第 1707328号

考案の名称

実用新案権者

昭和 66年  実用新案登1録 願第 082400号

昭和 62年 実用新案出顕公告第 015371,
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考案者

ギ」11'く女こ“ケ拷=葉は
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畿獲 嘔

+47r'tl^ra

東京都品川区上大崎 4丁 目5-10

松井源吾

大阪市西区北堀工 lT目 12番 19号

株式会社果本鉄工所

松井源吾

登録するものと確定し.実 用新案原簿に登録されたことを証する.

2年 11月 26日

特:午 庁長官  vlハ  n' イレ



あ とが き

この号は「その 12」 である,よ く続いたものだ と思 う。

部数 も700部 である。松井研 は 350人であるから,倍の

読者がいるわけだ。

「その 11」 の田中君の「ハ ンガ リー紀行」が大変好評

であった ことか ら,こ の号では,瀬谷,磐田,手塚 ,内

藤 ,上曽の諸君 の寄稿がある。研究室の機関誌の方向に

もって行 きたい, と思 つている。

平成元年 9月 末日  松  井
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